
(その 1)

収 支 報 告 書

nう 掛にレ神り暮ず吏t7んてtげレビ、ll,ち 晩3f
1政 治 団 体 の 名 称 迫 土乾矛 任せ 弗′(―女

<国会議員関係政治団体・資金管理団体以外の政治団体用>

令不日 与 年分
(ふ り が な ) じ

｀

臼

2 主 た る事 務 所 の 所 在 地 暴埼み九陳幣 も々守υ『あろぅ
―々.蕊

3代 表 者 の 氏 名 毛 芽守 互
Ｔ

【
´

ノ

そ/
ヽ
１

く 井挽

年 ゝ

月 日まで

資金管理団体の指定の期間

□

団

2以 上 の 都 道 府 県 の 区 域 等
同 一 の 都 道 府 県 の 区 域 内

活動区域の区分

政治資

第 1号

政治資

第 2号

金規正法第 19条 の 7第

に係る国会議員 治団体

金規正法 9条の 7第 1項

国会議員関係政治団体

公 職 の 者の氏名

職 の 種 類

国会議員関係政治団体の区分

年

月 日まで

国会議員関係政治団体に関する特例の適用期間

4会 計 責 任 者 の 氏 名

事務担当者

11名

話

名

話

氏

電

氏

電

記入もれ注意

チェックもれ注意

日

□

□

政 党 の 支 部

そ の 他 の 政 治 団 体

そ の 他 の 政 治 団 体 の 支 部

政治団体の区分

チェックもれ注意

□

公 職 の 種 類

資 金 管 理 団 体 の

届 出 を した者 の氏名

有

無 (以下、この欄の記載不要です。)レ

資金管理団体の指定の有無

受

付
欄

_5B3]-3



(その 2)

1 収支の総括表

2 収入項 目別金額の内訳

収支の状況
必ず記入してください。
(Oの場合は0と記入)

翌 年 へ の 繰 越 額

支 出 総 額

(本 年 の 収 入 額 )

(前 年 か ら の 繰 越 額 )

収 入 総 額

命♪沙/ど すァ

たユ宝7′ /沙 ア

/′介γユ χ́沙∂

ュュど ∂́だ∠

円

をタ ク牛″クど
`

貝 数 (党費又は会費を納入した人の数)

金 額

(1)個人の負担する党費又は会費
円

合   計 (ア 十 イ )

イ 政 党 匿 名 寄 附

(寄附のうち寄附のあつせんによるもの)

′J ヽ 計 (ア ) 十 (イ ) 十 ( ウ)

(ウ )政 治 団 体 か ら の 寄 附
(イ )法人その他の団体からの寄附
(う ち 特 定 寄 附 )

(ア)個 人 か ら の 寄 附

ア 寄附 (イ を除く。)の 区分
(2)寄 附

つ

つ

θ

ρ

とク

円

金 額

記入もれ注意 (ア)+(イ )+(ウ )

備 考

歩



(その 5)

ハ
回 計

こ の 頁 の 小 計

色曲険上乾みη搾受鈎静ゐヘ

留切欣孝浣効 泉力歩 鈎筋

物ゥ殊1乾 毬〕技郷

f4陶 久笠光朗 猿諺ヽ渉ハ躾

物的次上玖搬 筑立疹残

冶曲久士詭滲堵旅柳 戯

交 付 金 を 供 与 し た
本 部 又 は 支 部 の 名 称

(5)本部又は支部から供与された交付金に係る収入

/′テ井か//´∂

/すヱ身_7夕ρ

ブⅢzクとク′とクとクと)

2沙 ι)′ クぅ ι

′/クυ ′υρ汐

御 ∂′∂′つ

>と〉zケ ′と
'沙
沙

円

2字 P〃 う∂

金 額

A_∠/´ /)ガ

ムtr rユ ァ/チ

ム■r´ //.>2

ム学/ヱ′/ナ

<牛/θ ジ́/

沢今ど/ユ ^/弁

年 月 日

移崎キ b多 ″蠣 ク駕

摯残 井 〉多/町 クイじ
下々多ι株力もサ

"て

「ケるナ4」胸

系 栃わ ,歩 み町 クーづ

稜 場 ク ル >町 ク増
系 嘘身η 身乙/町 ク/θ

主 た る 事 務 所 の 所 在 地 備 考

e



(その13)

3 支出項目別金額の内訳

/ヘ
口 計

/Jヽ 計

(6)そ の 他 の 経 費

(5) 寄  附 交  付  金

(4)調 査 研 究 費

(3)機 関紙 誌 の発 行 そ の他 の事 業 費

(2)選 挙 関 係 費

2政 治 活 動 費

費(1)組 織 活 動

ィよヽ 計

(4) 事 務 所 費

(3) 備  品 消 耗 品 費

(2) 光 熱 水 費

1 経

(1)

常 経 費

費人 件

項 目

(1)支 出 の 総 括 表

/>に 笹 /♪ ア

ニク宝 沙 0フ

わ

>ラ 宝 沙́∂ つ

∂

∂

つ

沙

∂

つ

沙

つ

アク沙/沙 ダ

//2∂ )命

クるブどざ
こ

与字 夕/=

円

と
'る
アつ/

金 額

記入もれ注意

記入もれ注意 ア+イ +ウ +エ

記入もれ注意

備 考

(注 )当該政治団体の本部又は支部に対して供与した交付金に
係る支出については、項目ごとにその額を備考欄に記載し、
併せて(その16)の 添付が必要です。

タ



(その15)

合   計

その他の支出

この頁の小計

徹納 粥Q掏惨
独紺 〉◆勤整
徹 縁 弟1角鼈

第4納ぅ伊勢協
細争次力物毯

支 出 の 目 的

(3)政治活動費の内訳

>ク 7プ クρ

>/″ ′つ
}帰 ′沙少フ

r"f υι夕ιタ

ク ′沙″ρ`ο

zクθと)

今沙′沙汐汐

円

チ兌ゎ夕,

金 額

戌″′//、 ″J

/ク、γ′rr,カ

Fノ、χ′/ん /ア

π 午/r/′ /γ

疾 宅′//`4て

年 月 日

項目別区分

伯t詢久歩唸弦歩】ィ姥社
會曲久子比 (l、玲,宅象をI

匂ψ ttι%歩均艶女か
4ョ曲角と% 修耕政″下
匂曲ムイぬせ約旅髪杉【

支出を受けた者の氏名
(団体にあつては、その名称)

Tぐ 0 ( 御
,4
/フ 銑 )

オ肋昧茅 ,をビィ町絵穿″,7-/
碑 t作弁(|ヽ 4挽 究ヽイ働"1向か'づ

I(碗4み弁 形 М町 禄予次必循滋 T

廂脇せイ4カ t守町″励オヮ″可
イてクι/14弗せ狗驚、翻『芥劾豫17-/

支出を受けた者の住所
(団体にあつては、主たる事務所の所在地)

備考

(注 1)

(注 2)

1件 5万円以上の支出について記載すること。

「その他の支出」と「合計」の欄は、右上の 「項 目別区分」
の ( )の 中の項 目ごとに、最後の頁に記載すること。

了



(その16)

合   計

この頁の小計

弁H銘
｀
牙勧移

術総
｀
発輸考

4■伶狭
「
粥争知ψ

御伶合夕3妨 珍

征 縁
｀
多3α州輸

統 練 ラ3ウ幻脅

支 出 項 目

(4)本部又は支部に対 して供与した交付金に係る支出の内訳

>ク γ′沙フラ

)夕 字 沙ク∂

)午 夕つフ

すと)_ν ′ど)

女″rラフ汐

J生をク′′zクとク

針 D′ υρz〉

円

チ9つ少ク

金 額

ス/′ /た .タ

入γ′/r、 づ

/と 学  〃,乃

たγ】廃
`′
夕

然γ′rr.rぅと

沢″′′/ 弊

年 月 日

倒陶λ4覧 イイZ歩くと4争得ド

宮固欠ケ比夕勿甲篭ド

匂傷久多乾 (∫ ィヽち生■孝∬

匂(勾スタ転 坊施ゼ鈎

伯山久歩兆 接菊 も学生獅

修曲久子兆せ″降まお釉

交付金の供与を受けた

本部又は支部の名称

イ市ιtィみ力|(プ帯llttT>ィ
`を

鯰て指、力な呼質み粋/ュガ=/
修物冷ん(|ヽ″負l″Tリクエ|四 ∫Jター」
1つと時第 二慰 曜F/残と後 r歩字為拠ヶrr

イ市少て4争やち孝暉″あ守9″ 一じ

和多せ作争主矛働 旅りζ木テ諦潅 (ηイ/

主たる事務所の所在地 備考

b



(その 17)

1 資産等の総括表

(注 土)

(注 2)

項 目ごとの資産の有無について、 「□」内に「レ」を記入すること。

有に記入した場合、項目別に様式 (その18)に 内訳を記載すること。

ク

資 産 等 の 状 況

シ 借入先ごとの残高が100万円を超える借入金

サ 取得の価額が100万円を超える施設の利用に関する権利

コ 支払われた金額が100万円を超える敷金

ケ 貸付先ごとの残高が100万円を超える貸付金

ク 出 資 に よ る 権 利

キ 有 価 証 券

力 金 銭 信 託

オ 預金 (普通預金及び当座預金を除く。)又は貯金 (普通貯金を除く。 )

エ 取得の価額が100万円を超える動産

ウ 建物の所有を目的とする地上権又は土地の賃借権

イ 建 物

ア  土 地

資 産 等 の 項 目 別 区 分

資産等の有無

有

巨

□

団

日

レ
/

団

/ヽ

征 備  考



代表者は解散時のみ

添付書類 (別添のとお り)

1 領収書等の写し

この報告書は、政治資金規正法に従つて作成 したものであって、真実に相違ありません。

令和  学年 」 月 / 日

政治団体の名称 物u久ュ蒐手埼 イ微1み ′＼攻

会計責任者の氏名   イア 潤く 7「覺 ⑭

國(代表者の氏名

記入もれ注意

(その20)

宣誓書

(備考 )

1会計責任者本人が提出する場合にあっては本人確認書類の提示又は提出を、その代理人が提出する場合にあつては当該代理人の権限を

証する書面及び本人確認書類の提示又は提出を行うこと。ただし、会計責任者本人の署名その他の措置を講ずる場合は、この限りでない。

2政治団体の解散に伴う報告書の場合は、会計責任者の氏名のほか、代表者の氏名を記載すること。また、代表者及び会計責任者本人が提

出する場合にあつては本人確認書類の提示又は提出を、これらの者の代理人が提出する場合にあつては当該代理人の権限を証する書面及

び本人確認書類の提示又は提出を行うこと。ただし、代表者及び会計責任者本人の署名その他の措置を講ずる場合は、この限りでない。

♪


